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研究の目的、概要、期待される効果

鶏卵殻を構成する主な成分は、炭酸カルシウム
であり多孔質の構造を持ちます。鶏卵殻の農業用
の利用は大手メーカーも参入していますが、その
施肥効果についての検証は少ないです。カルシウ
ムは高等植物の必須多量元素の一つであり、再移
行しにくい元素であるため器官の急激な伸張など
により欠乏症状が発生することがあります。通常
畑栽培圃場では作付け前に石灰あるいは苦土石灰
により土壌を中和したのち栽培を開始します。石
灰質肥料については中和力の高い消石灰、生石灰
あるいは扱いが容易な炭酸カルシウムが用いられ
ています。最近では貝化石粉末や貝殻を用いた石
灰質肥料も販売されています。
本研究では焼成鶏卵殻を用いた土壌中和効果と

その施用効果について調査しました。
卵加工食品の会社から提供された資材について、

１）土壌に対する中和効果
２）緩効性の中和資材として、炭酸カルシウムと
の差別化
３）砂丘地における施肥効果
についてデータを提供できました。
これらは、農業分野における地域の資源循環型

農業となるとともに、農作物の収量や品質にも貢
献できることが示されています。
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放射線処理を利用した植物への窒素固定菌着生促進法（特許第4119760号 久米 民和・竹下 英文・藤巻 秀・大山 卓爾・大竹 
憲邦 ）
鶏卵殻資材の土壌施用効果 （2019年12月 土壌肥料学会関東支部大会 長野大会）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・農業や食品生産、IT技術による農業振興など植物の栽培に期待される資材などの効果の検
証、および地域における循環型農業の確立に貢
献します。

植物栄養・肥料学研究室 https://www.agr.niigata-u.ac.jp/teachers/261 

土壌における酸性化抑制資材の研究

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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